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o古文雷に見た見毒事件○羅臼コンプ (オニコンプ)の養殖
○ベーリング海冬季の沖合スケ トウダラについて

○マダラは増えるか

01985年道東太平洋海域に出現した珍魚

○春採湖の湖底地形

○昭和60年度 水産関係試験調査事業協議会の開催

昭 和 61年 3月

北海道立釧路水産試験場



古
文
書
に
見
た
貝
毒
事
件

毒
化
し
た
員
に
よ
る
人
の
中
毒
は
'
欧
米
各
国
で
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
0

特
に
イ
ガ
イ
に
よ
る
中
毒
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
'

一
七
九
〇
年
に
ロ
シ
ア
の

探
検
隊
が
ア
ラ
ス
カ
で
イ
ガ
イ
を
食
べ
'

一
〇
〇
名
が
死
亡
し

た
の
が
そ
の
最
初

の
記
録
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
麻
ひ
性
貝

毒
に
よ
る
も
の
で
､
我
が
国
に
お
い

て
も
昭
和
二
三
年

(
1
九
四
八
)
七
月
'
愛
知
県
豊
橋
市
で
ア
サ
リ
に
よ
り

一
二

名
が
中
毒
し

一
名
が
死
亡
'
昭
和
三
六
年

(
一
九
六

一
)
五
月
'
岩
手
県
大
船
渡

市
で
ア
カ
ザ
ラ
ガ
イ
に
よ
り
二
〇
名
が
中
毒
し

1
名
が
死
亡
'
ま
た
死
亡
者
は
出

な
か
っ
た
が
､
昭
和
三
七
年

(
一九
大
二
)
二
月
､
京
都
府
宮
津
市
で
カ
キ
に
よ

り
四
二
名
が
'
昭
和
五
四
年

(
1
九
七
九
)

1
月
'
山
口
県
長
門
市
で

l
六
名
の

患
者
の
発
生
を
み
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
'
本
道
で
は
昭
和
五
四

年

二

九
七
九
)
四
月
'
旭
川
市
の
人
が
噴
火
湾
で
採
取
し
た
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ

を
食
べ
'
五
名
が
中
毒
を
起
し

一
名
が
死
亡
し
た
こ
と
は
麻
ひ
性
貝
毒
に
よ
る
中

毒
死
の
最
新
の
記
録
で
あ
ら
う
｡

北
海
道
が
蝦
夷
地
と
呼
ば
れ
'
松
前
藩
が
支
配
し
て
い
た
頃
の
古
文
書
に

｢御

用
諸
書
物
留
｣
と
い
う
の
が
あ
る
｡
こ
れ
は
村
方
支
配
に
あ
た
る
場
所
請
負
人

(会

所
支
配
人
が
代
行
)
か
ら
行
政
機
関
で
あ
る
松
前
藩
の
役
人
詰
所
に
提
出
さ
れ
た

文
書
の
写
し
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
録
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
｡
奉
差
上
御
請
書
之
事

1
'
去
三
月
中
ア
フ
タ
於
御
場
所
シ
ユ
リ
貝
二
混
布
入
煮
候
ヲ
番
人
並
夷
人

共
喰
候
処
'
即
死
番
人
弐
人
夷
人
三
人
二
及
候
専
有
之
候
｡
右
者
全
毒
良
有

之
候
哉
二
相
聞
得
候
｡
右
二
付
御
城
下
表
二
而
御
場
所
請
負
人
共
御
呼
出
有

之
'
以
来
番
人
並
夷
人
共

二
至
迄
シ
ユ
-
良
江
昆
布
喰
用
仕
間
敷
旨
､
其
所

々
語
合
迄
請
書
差
出
可
申
旨
厳
敷
披
仰
出
候
趣
'
此
度
受
負
人
ヨ
リ
中
越
候

二
付
此
段
御
届
中
上
候
処
､
番
人
並
役
夷
人
御
呼
出
右
之
趣
被
仰
渡
番
人
並

潤

沢

伸

雄

夷
人
共

-
同
承
知
奉
畏
候
依
而
御
請
書
如
件
｡

天
保
二
年
卯
五
月

ク
ス
-
御
場
所
六
ケ
村
惣
代

コ
ニ
シ
ヤ
カ
ラ

同 同

支 通
配
人 辞

書 福

蔵 松

御
語
合
様

(新
釧
路
市
史

第
四
巻

所
収
)

こ
の
文
書
は
シ
ユ
リ
且
(イ
ガ
イ
)
を
食
べ
た
五
名
が
死
亡
し
た
1
め
'
シ
ユ
リ
員
の

食
用
を
禁
じ
た
こ
と
に
対
し
､
以
後
シ
ユ
-
貝
は
食
べ
な
い
と
い
う
誓
書
で
あ
る
｡

二
枚
貝
の
中
毒
で
死
亡
者
を
出
し
た
の
は
､
前
記
の
麻
ひ
性
貝
毒
の
は
か
内
臓

毒
に
よ
る
も
の
が
あ
る
.
後
者
に
つ
い
て
は
明
治
二
二
年

(
1
八
八
九
)
三
月
'

神
奈
川
県
長
井
で
カ
キ
に
よ
る
中
毒
と
し
て
我
が
国
で
最
初
に
記
録
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
｡
以
後
'
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
は
カ
キ
及
び
ア
サ
-
に
よ
っ
て
､
こ
の
種

の
中
毒
事
故
の
報
告
が
数
件
み
ら
れ
る
｡
古
文
書
に
見
ら
れ
る
虻
田
場
所
で
の
中

毒
は
'
そ
の
症
状
の
記
録
が
無
い
の
で
麻
ひ
性
貝
毒
か
内
臓
毒
に
よ
る
も
の
な
の

か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
｡
し
か
し
､
後
者
に
よ
る
中
毒
症
状
は
普
通
'
摂

食
後
二
四
-
四
八
時
間
で
現
わ
れ
へ

l
〇
才
以
下
の
小
児
と
六
〇
才
以
上
の
老
人

に
重
症
者

が
多
く
､
死
亡
率
も
高
い
と

言
わ
れ
て
お
り
'
前
者

の
中
毒
症
状
は
食

後
五
-
三
〇
分
で
現
わ
れ
'
重
症
の
場
合
は
普
通

一
二
時
間
以
内
に
死
亡
す
る
と

言
わ
れ
て

い
る
｡
請
書
に
は

｢
即
死
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
シ
ユ
リ
員

を
食
べ
て
間
も
無
く
死
亡
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
､
麻
ひ
性
員
毒
に
よ
る
疑

い
が
極
め
て
強
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

と
も
あ
れ
'
こ
の
記
録
は
我
が
国
に
お
け
る
貝
毒
に
よ
る
中
毒
事
件
と
し
て
最

も
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(た
ざ
わ
の
ぶ
お

場
長
)



羅
臼
コ
ン
プ
(オ
ニ
コ
ン
ブ
)
の
養
殖

佐
々
木

茂

羅
臼
コ
ン
プ
の
学
名
は

L
am
in
a
ria
diabotica

和
名
が
オ
ニ
コ
ン
プ
で
あ
る

｡
オ
ニ
コ
ン
プ
の
産
地

は
羅
臼
町
'
根
室
市
の
湾
側
で
は
根
室
港
周
辺
'
温

根
元
太
平
洋
側
で
は
友
知
島
'

ユ
ル
リ
島
､
浜
中
町

は
小
島
､
峻
暮
帰
島
'
厚
岸
町
は
大
黒
島
で
あ
る
｡

分
類
学
的
に
は
羅
臼
町
-
根
室
市
-
浜
中
町
-
厚
岸

町
-
釧
路
市

(港
)
収
分
布
す
る
O
オ
ニ
コ
ン
プ
ほ

ど
産
地
に
よ
る
浜
格
差
が
大
き
い
の
は
他
種
に
は
み

ら
れ
な
い
｡
羅
臼
コ
ン
プ
は
最
上
質
な
オ
ニ
コ
ン
プ

で
あ
る
｡

羅
臼
コ
ン
プ
の
養
殖
は
羅
臼
漁
業
協
同
組
合
'
安

部
組
合
長
理
事
の
お
考
え
で
試
験
的
に
昭
和
四
十
三

年
種
苗
生
産
技
術
か
ら
始
ま
り
'
地
元
の
漁
業
者
が

天
然
コ
ン
プ
の
生
活
層
を
基
準
に

一
丸
と
な
っ
て
養

殖
技
術
の
開
発
に
当
た
っ
た
｡
こ
の
結
果
養
殖
業
と

し
て
軌
道
に
乗

っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
後
半
で
あ
っ

た
｡
し
か
し
'
昭
和
四
十
七
年
頃
か
ら
'

コ
ン
プ
葉

面
に
ヒ
ド
ロ
虫

(
モ
ハ
ネ
ガ
ヤ
)
が
付
着
'
商
品
価

値
が
著
し
く
低
下
し
､

一
時
は
養
殖
業
が
あ
や
ぶ
ま

れ
た
｡
し
か
し
漁
業
者
は
'
モ
ハ
ネ
ガ
ヤ
の
ブ
タ
ヌ

ラ

(受
精
卵
が
成
長
し
た
も
の
)
幼
生
が
付
着
す
る

七
月
上
旬
ま
で
に
コ
ン
プ
を
生
長
さ
せ
る
技
術
開
発

を
行

っ
て
こ
れ
を
克
服
し
た
｡
ま
た
養
殖
施
設
も
最

初
は
ノ
レ
ン
式
で
あ

っ
た
が
'
現
在
は
ノ
ベ
縄
式
の

水
平
張
り
に
変
り
'
セ
ッ
ト
様
式
に
変

っ
て
き
て
い

る
｡
以
下
現
在
の
養
殖
施
設
と
そ
の
技
術
に
つ
い
て

述
べ
て
み
る
｡

ま
ず
羅
臼
コ
ン
プ
は
二
年
養
殖
で
あ
る
｡

筏
は
第

1
図
に
示
し
ま
す

(
こ
の
モ
デ
ル
は
羅
臼

町
岬
町
お
よ
び
春
日
町
の
も
の
で
す
)
｡

筏
の
表
面

積
は
四
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
'
二
十
×
十
メ
ー

ト
ル
の
枠
が

1
単
位
で
'
こ
れ
が
弐
百
四
十
枠

1
セ

ッ
ト
と
な
る
｡
以
下
こ
れ
を
筏
と
呼
称
す
る
｡

◎
養
殖
の
手
順

｢

苗
コ
ン
プ

羅
臼
漁
協
海
藻
類
人
工
採
苗
所
か
ら
養
殖

コ
ン
プ

漁
家
に
供
給
さ
れ
る
｡
出
荷
は
十
月
と
十

一
月
'
前

者
を
早
種
'
後
者
を
遅
種
と
言
う
｡

二
㌧
仮

構

仮
植

(健
苗
処
置
)
は
第
二
図
の
よ
う
に
約
三
メ

ー
ト
ル
の
綱
に
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
種
苗

糸
を
通
し
'
綱
の
端
に
浮
玉
'
他
端
を
養
成
枠
綱
に

固
定
す
る
｡

早
種
は
十
月
か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
'
遅
種
は
十
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1
月
か
ら
翌
年
四
月
下
旬
ま
で
仮
植
す
る
.
し
た
が

っ
て
養
成
水
深
は
早
種
が
O
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
遅
種

は
十

1
月
か
ら

7
月
ま
で
が
O
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
､

二
月
か
ら
四
月
ま
で
は
十
六

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
｡
両

種
の
特
色
は
早
種
は
仮
植
し
た
年
の
十
二
月
に
遅
種

は
翌
年
五
月
に
本
養
成
す
る
の
で
､
こ
の
頃
(五
月
)

の
早
種
の
葉
長
は
約

一
メ
ー
ト
ル
､
遅
種
は
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
生
長
し
て
い
る
｡
こ
の
棄
長
差
が

二
年
コ
ン
プ
の
品
質
に
大
き
く
影
響
す
る
か
ど
う
か

は
意
見
が
分
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
｡
両
種
は

丁

･九
で
遅
種
が
大
部
分
な
の
で
以
下
遅
種
の
養
殖

法
に
つ
い
て
述
べ
る
｡

遅
種
の
仮
植
期
間
は
十

i
月
か
ら
四
月
ま
で
六
カ

月
'
し
か
も
養
成
水
深
が
後
半

(
一
月
下
旬
か
ら
四

月
下
旬
)
は
海
氷
被
害
の
安
全
深
度
十
六
メ
ー
ト
ル

ま
で
下
げ
る
の
で
'
初
期

コ
ン
プ
の
生
長
に
光
条
件

が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

三
､
本
養
成

海
氷
の
存
在
で
海
明
け
の
時
期
が
異
な
る
が
'
お

そ
く
と
も
五
月
上
旬
に
は
筏
を
七
メ
ー
ト
ル
層
ま
で

浮
上
さ
せ
る
｡

本
養
成
は
十
メ
ー
ト
ル
の
養
成
綱
に
三
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
間
隔
に
良
質
種
苗

(十
本

1
株
)
を
三
十

株
固
定
す
る
｡
こ
れ
を
十
八
本
養
成
枠
に
収
容
､
七

メ
ー
ト
ル
層
に
水
平
張
り
す
る
｡

筏

一
台
の

一
年
コ
ン
プ
と
二
年
コ
ン
プ
の
枠
の
配

分
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
｡

･
1
年
コ
ン
プ

(五
-
八
月
)

-

九
十
枠

(淋
熟

蓋
48
耕
＼
苛
.
淋
熟
着
帯
曹
4
6
2
0
耕

)

･
二
年
コ
ン
プ

(九
月
-
翌
年

七

月

)

壱
百
五
十
枠

(淋
熟
蓋

6
潮
＼
寄
,
淋
島
蓋
鮮
9
0
0
耕
)

九
月
に
入
る
と
二
年
コ
ン
プ
の
収

穫

が

終

了
す
る

の
で
'
そ
の
空
枠
に

1
年
コ
ン
プ
枠
か
ら
良
好
に
生

長
し
た
コ
ン
プ
が
付
い
た
養
成
綱
を
枠
当
り
六
本
で

収
容
す
る
｡
十
月
に
は
再
生
期
に
入
り
二
年
目
コ
ン

プ
と
な
る
の
で
'
こ
の
頃
か
ら
株
当
り
の
コ
ン
プ
の

嘩苗糸 /
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第2図 2年コンプ養成枠と1年コンプの仮値

数
を
決
め
な
が
ら
雑
藻
除
去
を
行
う

(株
当
り
の
数

は
四
～
五
本
で
あ
る
)
｡

こ
の
作
業
は
出
来
る
だ
け

早
く

終
了
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
｡

四
'
筏
の
沈
設

一
月
中
旬
-
下
旬
に
は
海
氷
被
害
防
止
の
た
め
二

回
目
の
筏
を
沈
設
す
る
｡

五
､
筏
の
浮
上

四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
水
深
七
メ
ー
ト
ル
ま

で
筏
を
浮
上
さ
せ
る
｡
二
年

コ
ン
プ
枠

(壱
百
五
十

枠
)
は
六
月
は
水
深
四
メ
ー
ト
ル
'
七
月
に
は

1
メ

ー
ト
ル
ま
で
浮
上
さ
せ
波
浪
で
コ
ン
プ
を
ふ
ら
せ
'

ヒ
ド
ロ
虫
等
付
着
生
物
の
葉
面
着
生
を
防
ぎ
な
が
ら

草
体
の
実
入
り
促
進
を
図
る
｡

六
㌧
収

穫

七
月
下
旬
か
ら
実
入
し
た
も
の
か
ら
収
穫
し
､
八

月
下
旬
に
は
は
ば
終
了
す
る
｡

七
､
筏
当
り
の
収
穫
量

養
成
枠
(
)
50
)

×
養
成
綱

(
6
耕
)
×
養
成
綱
当

り
の
数
(
42
0

薄
)

×
コ
ン
プ

1
本
の
湿
重
量
(
0
.
5
kg
)

×
乾
燥
製
品

歩
留

(
0.)2
5
)
=
6
.7
5
0
kg
と
な
る
｡

八
､
阻
害
要
因

H

ヒ
ド
ロ
虫

(
ハ
イ
ド
ロ
ゾ
ア
)
の
付
着

羅
臼
コ
ン
プ
の
養
殖
業
が
企
業
化
の
め
ど
が
立
ち

か
け
た
昭
和
四
十
七
年
頃
か
ら
コ
ン
プ
葉
面
に
ヒ
ド

ロ
虫
の
付
着
が
目
立
ち
'
こ
れ
が
同
四
十
九
年
に
は

最
高
潮
に
達
し
た
｡

ハ
イ
ド
ロ
ゾ
ア
は
葉
面
の
老
化

し
た
先
の
方
か
ら
付
着
し
'
葉
体
組
織
の
表
層
に
入

り
込
み
､
走
根
を
増
殖
し
直
立
体
を
伸
長
さ
せ
群
体

3



を
な
し
ま
す
｡
し
た
が

っ
て
'
こ
れ
ら
を
除
去
す
る

に
は
金
ブ
ラ
シ
で
コ
ン
プ

1
枚

1
枚
手
で
こ
す
る
し

か
な
く
､
養
殖
業
の
存
否
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
も

こ
の
時
期
で
す
｡

ハ
イ
ド
ロ
ゾ
ア
は
モ
ハ
ネ
ガ
ヤ
と
同
定
'
モ
ハ
ネ

ガ
ヤ
の
プ
ラ
ヌ
ラ

(受
精
卵
が
成
長
し
た
も
の
)
が

浮
遊
す
る
の
は
七
月
上
旬
か
ら
九
月
上
旬
ま
で
'
こ

れ
が
コ
ン
プ
葉
面
に
付
着
す
る
と
十
日
か
ら
二
十
日

位
で
群
体
を
形
成
す
る
｡
こ
れ
を
ポ
リ
プ
と
言
う
｡

ポ
-
プ
は
別
棟
で
雌
雄
の
配
偶
体
と
な
り
'
そ
れ
ぞ

れ
配
偶
子
が
受
精
し
て
プ
ラ
ヌ
ラ
と
な
る
｡
し
た
が

っ
て
モ
ハ
ネ
ガ
ヤ
は
プ
ラ
ヌ
ラ
で
転
移
L
t
走
根
で

伸
展
し
直
立
体
を
伸
長
さ
せ
る

(ポ
リ
プ
)
｡

こ
の
よ
う
に
モ
ハ
ネ
ガ
ヤ
の
転
移
期
(七
-
九
月
)

と
羅
臼
コ
ン
プ
の
収
穫
期
が

一
致
す
る
の
で
'
コ
ン

プ
養
殖
部
会
'
漁
協
'
･研
究
機
関
が
総
力
で
対
処
し

た
｡
コ
ン
プ
の
養
殖
手
順
を
再
検
討
し
な
が
ら
'
ま

ず
沈
設
期
が
コ
ン
プ
の
伸
長
期

(
二
年
コ
ン
プ
は
伸

長
生
長
後
期
に
当
る
)
と

一
致
す
る
の
で
防
水
水
深

を
適
確
に
と
ら
え
さ
ら
に
コ
ン
プ
の
生
長
が
保
障
で

き
る
水
深
を
十
六
メ
ー
ト
ル
と
し
た
｡
海
明
け
以
降

収
穫
ま
で
葉
体
を
実
入
り
さ
せ
な
が
ら
波
浪
で
ふ
ら

せ
て
プ
ラ
ヌ
ラ
の
付
着
を
防
止
す
る
よ
う
っ
と
め
る
｡

こ
の
結
果
'

ハ
イ
ド
ロ
ゾ
ア
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
｡

ロ

コ
ン
プ
の
品
質

コ
ン
プ
の
養
殖
技
術
に
つ
い
て
は
は
ぼ
完
成
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
こ
こ
数
年
来
商
品
と
し
て

の
コ
ン
プ
の
品
質
が
低
下
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
｡

こ
の
原
因
の

1
つ
に
コ
ン
プ
の
製
品
化
工
程
が
あ
る

の
で
は
と
言
わ
れ
'
こ
れ
を
克
服
す
る
の
ほ
大
変
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
そ
こ
で
こ
の
工
程
を
つ
ぎ
に
示

す
｡･
収
穫
し
た
二
年
コ
ン
プ
1

一
次
乾
燥

(棒

コ
ン

プ
)
1
湿
り
と
り

(巻
い
て
折
れ
な
い
程
度
)
1
巻

作
業
(
コ
ン
プ

一
枚
ず
つ
巻
い
て
葉
体
を
整
形
す
る
)

1
伸
展
(巻
い
た
コ
ン
プ
を
整
形
し
な
が
ら
の
ば
す
)

1
奄
蒸

(水
分
を
均

一
化
す
る
)
1
日
入
れ

(
こ
れ

は
天
日
で
な
け
れ
ば
ダ
メ
)
1
奄
蒸
1
整
形

(
ハ
サ

･､､
で
ヒ
レ
を
刈
る
)
1
元
揃
い
コ
ン
プ
｡

こ
の
工
程
で
ま
ず
'

一
次
乾
燥
で
は
乾
燥
の
不
均

｢

湿
り
採
り
が
人
工
な
た

め
湿
り
具
合
が
不
均

7
.
日

ン
ブ
を
収
穫
し
て
も
､
こ
れ
に
見
合
う
製
品
化
工
程

に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
特
に
日
入
れ

が
規
則
的
に
出
来
な
い
の
が
大
き
な
問
題
の
よ
う
で

あ
る
｡
羅
臼
コ
ン
プ
の
生
産
高
を
第

一
表
に
'
種
菌
の
供

給
量
を
第
二
表
に
'
水
温
を
第
三
図
に
示
し
た
｡

(さ
さ
き
し
げ
る

増
殖
部
)

入
れ
が
天
日
乾
燥
の
た
め
計

画
的
で
な
い
こ
と
な
ど
が
原

因
で
葉
面
に
白
粉
が
生
じ
る
｡

こ
れ
が
品
質
を
全
体
的
に
下

げ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

い
る
｡
こ
の
白
粉
が
で
た
コ

ン
プ
は
後
採
り

(ご
ど
り
)

と
し
て
扱
わ
れ
る
｡
従
来
こ

の
後
採
り
と
な
る
の
は
子
の

う
斑
が
生
じ
た
コ
ン
プ
に
適

用
さ
れ
る
品
質
検
査
規
格
で

あ
っ
た
｡

こ
の
よ
う
に
良
い
二
年

コ

㍉

‥

･

‥

‥

-
∵

ト
｣

″

♂

㌦

0

1234 56789101112)]

第3図 羅臼町の旬別平均水温 (昭和53-59年)
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第 2表 ラウスコンプ種苗系の生産 (∩)

年 度 早 種 遅 種 計

44 12,5叫 12,500

47,5 13,000: 13,000

46 22,000 22,000

47 1 1 25,000; 25,000

49 ! 31,000. 31,000

50 r 52,800 52,800

51 l 53,900 53,900

52 43,0叫 43,000

53 l 41,500岳 41,500

55 58,000 ･58,000

56 ～ 100,000 100,000

57 16,000F 72,000 88,000

58 ll,0'00t 68,000 79,000

59 19,000i 73,600 87,600

60 19,000i 60,000 79,000

,
Ill._C;

第 1表 ラウスコンプの年度別生産高

年度 天 然 i養 殖重量(t)金額(千円)?重量(t)金額(千円)
50 i17 1 .4 320,763∈ 44.8 82,554

51.【 736.9 1,068,001 79.9 145,860
52 !145.1 2 7 9,133…97.1E 1弛787t

53 E320.8 670,0971 87.61 202,617
54 r125.1E 304,381i80.1 219,694

56 261.9 490,541 134.8 283,432

57 】352.7 629,944 187.6岳 321,712

58 337 .2 j 660,659 142.01 221,002

59 349.1l' 678.280 219.5 414,545

60 174.9 408,000 98.7 215,000

平 甲 308.71 118.8

'｡ iiiiiii とiiを35iiヽ

1

蛋/＼7_.i

漣･=･-I --⊃
( _
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ベ
ー
リ
ン
グ
海
冬
季
の

沖
合

ス
ケ
-
ウ
ダ
ラ
に
つ
い
て

始
め
に

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
'
主
な
漁
場
が
大
陸
棚

(水
深

二
〇
〇

m
)
上
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
底

･
中
層
域
に

あ

り
'
一
般
に
底
魚
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
持
た

れ
'

｢舷
｣
と
い
う
字
も
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
｡
し

か
し
､
実
は
浮
魚
的
性
格
も
合
せ
持

っ
た
魚
で
あ
る

こ
と
は
'
随
分
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
｡

春
か
ら
夏
に
か
け
て
'
日
本
海
'
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
'

ベ
ー
リ
ン
グ
海
の
水
深
三
'
〇
〇

〇
m
に
も
お
よ
ぶ

沖
合
の
表

･
中
層
域

(水
深

○
～
二
〇
〇
肌
)
に
ス

ケ
-
ウ
ダ
ラ
が
分
布
す
る
こ

と
は
'

サ
ケ
･
マ
ス
流

網

へ
の
混
獲
や
魚
探
反
応
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
'
当
時
は
陸
棚
上
で
自
由
に
漁
業
が
行
わ
れ
て
い

た
時
代
で
あ
り
'
集
約
的
に
漁
獲
で
き
る
対
象
で
な

か

っ
た
た
め
'
ほ
と
ん
ど
関
心
も
持
た
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
｡

近
年
'
こ
れ
ら
夏
場
の
沖
合
に
広
く
分
布
す
る
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
ほ
と
ん
ど
が
'

一
度
は
産
卵
活
動
を

終
え
た
大
型
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
で
あ
り
'
量
的
に
も

莫
大
な
数
量

(例
え
ば
ベ
1
-
ン
グ
海
で
は
夏
季
陸

吉

田

英

雄

上

田

吉

事

棚
外
の
沖
合
に
少
な
-
と
も

l
〇
〇
万
ト
ン
以
上
は

存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
)
が
存
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
｡

ま
た
'
冬
季
､
沖
合
に
産
卵
群
が
存
在
す
る
こ
と

も
日
本
や
ソ
連
の
研
究
者
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
'

一

部
の
漁
業
者
も
そ
の
存
在
に
気
づ
き
'
利
用
し
て
い

た
よ
う
で
す
｡

ベ
1
-
ン
グ
海
冬
季
沖
合
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
産
卵

群
の
本
格
的
な
利
用
は
'
世
界
的
に
二
〇

〇
海
里
の

波
が
押
し
寄
せ
た
昭
和
五
十
二
年
頃
か

ら
と
考
え
ら

れ
ま
す
｡

折
り
L
も
'
今
年
の
本
道
水
産
界
は
､
ソ
連
お
よ

び
米
国
二
〇

〇
海
里
内
か
ら
日
本
漁
船
が
し
め
出
さ

れ
る
と
い

う
異
常
事
態
に
始
ま
り
ま
し
た
｡
こ
の
中

で
'
北
転
船
に
よ
る
ベ
1
-
ン
グ
海
公
海

へ
の
出
漁

と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
'
こ
の
事
に
関
す
る

問
い
合
せ
も
幾

つ
か
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

そ
こ
で
'
私
共
が
集
め
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
冬
季
沖

合

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
若
干
の
知
見

･
資
料
を
整
理
し

た
の
で
.こ
紹
介
し
ま
す
.

調
査
海
域

(図
1
)
と
調
査
方
法

一
九
八
二
年
二
月
四
日
か
ら
三
月
二
日
'
第
七
海

洋
丸
の
協
力
を
得
て
'
ベ
ー
リ
ン
グ
海
海
盆
上
'
北

緯
五
五
～
五
六
度
､
西
経

一
七
五
度
付
近
を
中
心
と

し
て
'

水
深

丁
五

〇
～
四
〇
〇

m
に
濃
密
な
魚
探
反

応
で
確
認
さ
れ
る

ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
を
中
層
ト
ロ
ー
ル

で
漁
獲
L
t
そ
の

一
部

(六
十
八
尾
)
を
標
本
と
し

て
得
ま
し
た
｡
ま
た
'
本
年
二
月
上
旬
に
漁
獲
さ
れ

釧
路
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
ベ
ー
リ
ン
グ
海
沖
合
の
ス

ケ
ト
ウ
ダ
ラ
二
十
尾
も
標
本
と
し
て
用
い
ま
し
た
｡

漁
場
位
置

ま
ず
図
1
は
'
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
､
時
期

的
な
氷
の
後
退
に
伴
い
'
陸
棚
縁
辺
部
の
産
卵
場
が

よ
り
北
の
陸
棚
縁
辺
に
移

っ
て
い
-
こ
と
を
模
式
的

に
示
し
た
も
の
で
す
｡
ま
た
'
年
に
よ
る
氷
の
は
り

出
し
ぐ
あ
い
に
も
変
動
が
あ
り

(例
え
ば
寒
冷
年
の

1
九
七
六
年
と
温
暖
年
の

f
九
七
九
年
で
は
氷
の
南

限
に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
)
'
産
卵
場
の
位
置
や

時
期
が
氷
の
は
り
出
し
と
非
常
に
密
接
に
関
連
し
て

い
る
こ
と
も
表
わ
し
て
い
ま
す
｡
沖
合
の
ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
産
卵
群
の
漁
場
も
同
様
に
変
動
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
､
主
な
海
域
は
パ
ワ
ー
ズ
バ
ン
ク
周
辺

か
ら
ア
リ

ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
に
沿
い
東
部
の
大
陸
棚

に
続
く
米
国
二
〇

〇
海
里
内
に
あ
り
'
公
海
部
分
の

漁
場
は
比
較
的

狭
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡



図1･1982年冬季､ベーリング海における中層トロール操業点 (〇･)とスケトウダラ標本
採集点 (･)｡ 図中の操業点番号は月日を示す｡

韓鞍鞍4-5月陸棚上スケトウダラ産卵場
一一 平均的な4･5月の海水の南限を模式的に示したもの
- 1976年と1979年の4月の海氷の南限

生
物
測
定
結
果

得
ら
れ
た
ス
ケ
-
ウ
ダ
ラ
の
被
鱗
体
長
は
､
三
九

～
四
七

5
'
耳
石
に
よ
る
年
令
は
五
～
七
才
で
六
才

が
多
い
よ
う
で
し
た

(図
2
)
0

生
殖
腺
の
肉
眼
観
察
の

結
果
(義
-
)
を
み
る
と

オ
ス
で
は
い
わ
ゆ
る
白
子
状
態
の
産
卵
に
参
加
で
き

る
か
､
何
回
か
産
卵
に
参
加
し
た
と
思
わ
れ
る
状
態

の
も
の
が
大
部
分
で
'
す
で
に
産
卵
を
終
了
し
た
と

思
わ
れ
る
も
の
は
三
月
始
め
に
現
わ
れ
ま
し
た
｡

メ
ス
で
は
'
二
月
中
旬
ま
で
は
水
子
卵
が
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
ず
'
二
月
下
旬
か
ら
水
子
卵
を
持

つ
も
の

が
現
わ
れ
'
三
月
始
め
に
は
半
数
を
占
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
｡
こ
の
様
子
は
､
成
熟
状
態
が
進
み
､

さ
ら
に
吸
水
に
よ
っ
て
卵
の

1
部
が
水
子
卵
に
な
る

と
共
に
生
殖
腺
重
量
指
数

(生
殖
腺
重
量
の
体
重
に

対
す
る
割
合
)
が
増
し
て
い
き
'
何
回
か
の
産
卵
(水

槽
飼
育
実
験
に
よ
れ
ば
'

一
尾
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
雌

魚
が
約
三
日
間
隔
で
約

一
ケ
月
間
産
み
続
け
る
)
を
く

り
返
す
中
で
'
こ
の
指
数
は
大
き
-
な
っ
た
り
小
さ

-
な
っ
た
り
し
な
が
ら
'
最
終
的
に
は
値
が
ガ
ク
ン

と
小
さ
-
な
る
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
(
図
3
)0

こ
の
よ
う
に
'
雌
雄
と
も
二
月
下
旬
か
ら
三
月
始

め
に
か
け
て
'
産
卵
が
活
発
化
し
て
い
く
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
｡

魚
捷
反
応

､

次
に
魚
探
記
録
で
二
月
か
ら
三
月
始
め
の
反
応
の

変
化
を
み
て
み
ま
す
と
､
二
月
二
十

1
日
ま
で
は
中



表 1. 1982年冬季沖合スケ トウダラ68尾の生殖腺の肉眼観察による成熟状態

13141516 18192021 2324
3月
28 1 2

1 1 1 1 2 1 2 1 2
1 1 1 1 2

成熟中 †………≡;

豊鮎 期 (31)

雲霞晶期 (32-40)

要望窮艶 (40-50)

1 1 1 1 1 1 1 3 2

1 1

1

∩こ

l

2

3

3

1

2

1

3

1

*成熟状態 (通水試､1967:北水研､1971参考)
雄 :1- 精巣は小さく透明 (未成魚)｡
2- 精巣は乳白色不透明で押しても溶融がみられない｡
3E一完熟状態で乳白色の精液の溶融が認められる｡産卵に参加できる状態｡
3L-3の中でも何回か産卵に参加したとみられるもので､精巣 (タツコ)は3Eより小さくなって
いる｡

4- 放精終了後の状態｡
雌 :10- 卵粒は肉眼でみることはできない (未成魚)｡卵巣は小さい｡
21- 卵粒は肉眼でみることはできないが､卵巣は大きくなり､1年以内に産卵すると思われるもの｡
22E一不透明な卵巣で卵粒が22Lの段階に比べ小さく､卵巣が発達途上の状態｡
22L-透明な水子卵が全くみられず､卵巣は不透明な卵のみ022は商品価値が高い成熟状態0
31- 不透明な卵の間に透明卵 (水子卵)がポッポッみられる｡産卵開始直前もしくは産卵が始まっ
た卵巣状態｡商品価値は落ちる｡

32- 水子卵の割合bil/3-2/3ぐらいのもの.
33-40-31の状態とは逆に不透明な卵がポッポッとみられる (33)か､全てが水子卵 (40)のもの｡
何回かの産卵をすでに行っており､最後の産卵期に相当する｡商品価値はない｡

50- 産卵終了｡卵巣膜は萎縮｡

㌔ 1982 N=25 % 1986
40

30

20

10

0
40■ 45cm

図2.ベーリング海冬季沖合のスケ トウダラ体長組成と年令
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層
域
に
王
と
し
て
濃
密
な
反
応

(図

4
-
A
)
の
み

が
み
ら
れ
'
こ
れ
ら
は
産
卵
予
備
群

と
考
え
ら
れ
ま

す
｡
二
月
二
十
八
日
で
は
濃
密
な
反
応
の
上
方
に
小

さ
な
飛
雲
状
の
反
応

(図
4
-
E
)
が
多
数
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
'
性
的
に
活
発
な
繁
殖
群
が
濃
密
な

産
卵
予
備
群
か
ら
離
れ
､
大
き
な
群
れ
を
形
成
せ
ず

に
基
本
的
に
は
雌
雄

1
対

一
の
中
層
遊
泳
型
の
繁
殖

行
動
を
行

っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
｡
そ
し
て
'

二
〇
〇

m
に
わ
た
る
よ
う
な
濃
密
群
も
み
ら
れ

(図

4

-
D
)
､
こ
の
よ
う
な
所
で
は
商
業
漁
獲
が
行
わ

れ
て

い
ま
す
｡
三
月
始
め
に
な
る
と
'
図
4
-
F
で

示
さ
れ
る
よ
う
な
反
応
が
み
ら
れ
る
所
の
漁
獲
物
に

は
､
水
子
卵
を
持

つ
商
業
的
に
価
値
の
な
い
個
体
が

多
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡
そ
し
て
､
漁
獲
物
中

に
占
め
る
オ
ス
の
割
合
も
二
月
中
旬
ま
で
の
六
割
か

ら
七
割

へ
と
増
え
､
ベ
1
-
ン
グ
海
陸
棚
上
の
産
卵

場
で
の
性
比
と
同
じ
よ
う
な
値
と
な
っ
て
い
ま
し
た
｡

胃
内
容
物

胃
内
容
物
の
肉
眼
観
察
で
は

(表

2
)
'
冬
季
沖

合
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
九
割
以
上
が
空
胃
か
､
わ
ず

か
な
も
の
を
含
ん
で
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
｡

水
槽
飼
育
実
験
の
結
果
か
ら
み
て
も
'
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
の
よ
う
に
低
水
温
環
境
に
生
活
し
て
い
る
魚
は
､

平均値且1 標準偏差

[日
日
且

[凶

･

∩

月

･
.

･
･
乱

用
嗣

町
㌧

4
31 32-40 40-50

成 熟 状 態

5

L22
3

E22
ス
ス
オ
メ

図3.ベーリング海冬季沖合のスケ トウダラの
成熟状態と生殖腺重量指数
(生殖腺重量 ÷体重×102)
:1982年 /:1986年

生

産

腺

重

量

指

数

夏
場
に
十
分
栄
養
を
蓄
え
れ
ば
'
冬
場
に

一
～
二
ケ

月
く
ら
い
何
も
食
べ
ず
に
産
卵
活
動
を
行

っ
て
も
死

ぬ
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
｡

ま
と
め

以
上
か
ら
'
ベ
ー
リ
ン
グ
海
の
沖
合
中
層
域
で
産

卵
が
行
わ
れ
る
要
因
を
考
え
て
み
ま
す
と
'

ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
は
中
層
遊
泳
型
の
繁
殖
行
動
を
と
る
こ
と
'

生
み
出
さ
れ
る
卵
は
分
離
性
浮
遊
卵
で
あ
る
こ
と
'

そ
し
て
沖
合
に
産
卵
場
と
し
て
の
環
境
条
件
が
整

っ

て
い
れ
ば
'
海
底
の
あ
る
な
し
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
産
卵
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
｡

今
ま
で
'

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
他
の
底
魚
類
と
比
べ

て
漁
獲
圧
力
に
強
い
魚
と
言
わ
れ
て
き
た
の
も
'
人

間
の
手
が
入
ら
な
い
沖
合
海
域
ま
で
生
活
の
場
と
し

て
利
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
｡現
在
､
夏
場
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
も
含
め
て
'
ベ
ー

リ
ン
グ
海
の
沖
合

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
は

っ
き
り
し
た

由
来
や
陸
棚
上
の
群
れ
と
の
つ
な
が
り
は
不
明
で
す
｡

し
か
し
､
沖
合
に
い
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
が
'

一
度
は

産
卵
を
経
験
し
た
も
の
で
'
ベ
1
-
ン
グ
海
の
大
陸

棚
上
お
よ
び
そ
の
周
辺
海
域
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
と
も

つ
な
が
り
が
あ
り
'
沖
合
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
か
ら
生

ま
れ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
も
再
び
陸
棚
上
の
群
れ
に
加

わ

っ
て
い
く
と
考
え
る
の
は
'
あ
な
が
ち
空
想
と
は

言
え
な
い
で
し
ょ
う
｡



図4. 1982年冬季沖合スケ トウダラの魚探反応

A-2月21日､55045′N､175006′W付近
B､C-2月24日､55052′N､175008′W付近
D､E-2月28日､56009′N､175018′W付近

F-3月2日､56013′N､175015′W付近
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表 2. 胃内容物の肉眼観察結果

備 考

魚類消化 かいあし類

消化残液(イカピーク小)

標 本 胃内容状態 (胃内容物重量)

尾 数 空 胃 1g以下 1-39

68 59 8 1

消化不明

魚 類
20 16 2 2

88 75 10 3

(%) (85.2) (ll.4) (3.4)

1982年

2-3月初

1986年

2月 上 旬

合 計

す
な
わ
ち
､
沖
合

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
存
在
が
'
北

太
平
洋
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
個
体
群
全
体
の
維
持

･
拡

大
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
｡

お
わ
り
に

冬
季
ベ
ー
リ
ン
グ
海
沖
合

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
漁
場

で
は
'
昭
和
五
十
七
年

1
月
六
日
に
第
二
十
八
あ
け

ぼ
の
丸
が
揚
網
中
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
'
昭
和
五
卜

九
年
二
月
十
五
日
に
は
第
十

1
協
和
丸
が
僚
船
と
衝

突
し
て
沈
没
L
t
多
-
の
人
命
を
失

っ
て
い
ま
す
｡

さ
び
し
い
気
象
条
件
と
国
際
環
境
の
中
で
ゆ
ら
れ
る

乗
組
員
諸
兄
の
安
全
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
｡

最
後
に
'
資
料
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
稚

内
海
洋
漁
業
K
K
所
属
第
七
海
洋
丸
伊
藤
清
吉
漁
拶

長
､
高
田
日
出
男
通
信
長
並
び
に
乗
組
員
の
方
々
に

心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
｡
ま
た
'
資
料
の
収
集

と
解
析
に
便
宜
を
は
か
ら
れ
た
北
海
道
大
学
水
産
学

部
三
島
清
書
教
授
､
青
森
県
営
浅
虫
水
族
館
桜
井
泰

憲
博
士
並
び
に
佐
々
木
漁
業
部
山
根
篤
氏
に
謝
意
を

表
し
ま
す
｡

(
よ
し
だ
ひ
で
お

･
う
え
だ
よ
し
ゆ
き
漁
業
資
源
部
)

参
考
文
献

石
垣
富
夫

(
一
九
六

〇
)
‥
産
卵
後
の
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
は
何
処

へ

(予

報
)｡
北
水
試
月
報
'

l
七

(九
)
0

′

前
田
辰
昭

･
平
川
英
人

二

九
七
七
)

‥
ベ
ー
リ
ン

グ
海
東
部
に
お
け
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
産
卵
場
と

分
布
様
式
に
つ
い
て
'
日
本
水
産
学
会
誌
'
四
三

(
一
)
0

岡
田
啓
介

二

九
七
九
)

‥
魚
群
探
知
機
と
中
層
ト

ロ
ー
ル
に
よ
る
ア
リ

ュ
ー
シ
ャ
ン
海
盆
の
ス
ケ
ト

ウ
ダ
ラ
現
存
量
の
推
定
｡
水
産
庁
｡

声

泰
憲

(
1
九
八

こ

‥
北
海
道
噴
火
湾
周
辺
海

域
に
お
け
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
雌
魚

の
生
殖
周
期
｡

北
大
水
産
菓
報
'
三
二

二

)
0

吉
田
英
雄

･
声

泰
憲

(
1
九
八

こ

‥
夏
季
ベ
ー

リ
ン
グ
海
沖
合
表
層
域
に
出
現
す
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ラ
の
成
熟
度
と
経
産
卵
魚
の
判
別
｡
北
大
水
産
柔

報
'
三
二

(
四
)
0

吉
田
英
雄

･
刃

泰
憲

･
三
島
清
吉

(
1
九
八
二
)

‥
ベ
ー
リ
ン
グ
海
冬
季
の
沖
合

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
に

つ
い
て
｡
日
本
水
産
学
会
北
海
道
支
部
大
会

(釧

路
)
要
旨
｡

岡
田
啓
介

･
中
山
覚
介

(
一
九
八
三
)

‥
一
九
八
三

年

l
月
～
三
月
の
ア
リ

ュ
ー
シ
ャ
ン
海
金
城
に
お

け
る
表

層
性

ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
の
生
物
学
的
特
性
に

つ
い
て
｡
水
産
庁
｡

桜
井
泰
意

(
一
九
八
三
)

‥
水
槽
内
に
お
け
る
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
の
繁
殖
行
動
｡
海
洋
と
生
物
'
五

(
こ

｡

吉
田
英
雄

･
桜
井
奏
者

(
一
九
八
四
)

‥
飼
育
下
に

お
け
る
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
成
魚
の
摂
食
量
と
成
長
｡

日
本
水
産
学
会
誌
､
五
〇

(五
)
0

ll



マ
グ
ラ
は
増
え
る
か

は
じ
め
に

夏

から
秋
に
か
け
て
､

マ
イ
ワ
シ
や
サ
ン
マ
そ
し

て
秋
サ
ケ
と
賑
や
か
だ

っ
た
釧
路
港
も
沿
岸
性
の
魚

が
水
場
の
中
心
と
な
る
冬
が
来
る
と
ス
ケ
-
ウ
ダ
ラ

だ
け
が
頼
り
で
'
今
年
の
よ
う
に
日
ソ
漁
業
交
渉
が

遅
れ
'
北
洋
も
の
が
揚
ら
な
く
な
る
と
港
は
灯
が
消

え
た
よ
う
で
す
｡

近
年
の
日
本
漁
業
が
沿
岸
か
ら
沖
合
､
沖
合
か
ら

遠
洋

へ
と
漁
場
を
広
げ
る
形
で
発
展
を
遂
げ
て
き
た

中
で
釧
路
港
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し

た
｡
そ
う
し
た
中
で
二
百
海
里
時
代
を
迎
え
'
今
日

で
は
漁
業
の
安
定
を
求
め
て
行
く
上
で
沿
岸
や
地
先

沖
合
の
資
源
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
｡
し
か

し
'

一
度
減
少
し
た
資
源
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
｡

道
東
海
域
に
お
け
る
マ
ダ
ラ
は
昭
和
の
初
め
よ
り

獲
れ
始
め
'

1
時
は
北
海
道
全
体
で
十
五
万
ト
ン
近

く
も
水
揚
さ
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
が
'
そ
の
後
は

他
の
沿
岸
性
魚
頬
と
同
様
に
低
い
資
源
水
準
で
推
移

し
て
き
ま
し
た
｡
し
か
し
'
近
年
漁
獲
量
に
上
向
き

傾
向
が
み
ら
れ
'
漁
獲
物
の
組
成
に
も
若
干
の
変
化

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
ih
o
ま
た
い
く

つ
か
の
調
頂
け瑞

上

田

吉

事

い
て
も

マ
グ
ラ
の
幼
稚
仔
魚
が
大
量
に
混
獲
さ
れ
た

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
'

マ
ダ
ラ
が
増
え
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
兆
し
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た

の
で
､
こ
こ
に
そ
の
期
待
も
込
め
て
御
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
｡

兆
し
そ
の

一

最
近
の
水
棲
動
向
か
ら

最
近
の
道
東
に
お
け
る
マ
ダ
ラ
の
水
揚
動
向
を
み

ま
す
と
'
昭
和
五
十
三
年
以
降
徐
々
に
増
加
し
始
め

五
十
八
年
の
十
勝
'
釧
路
'
根
室
三
支
庁
合
計
は
三

万
六
千
ト
ン
と
そ
の
五
年
前
の
二
倍
以
上
に
も
な
り

そ
れ
に
伴

っ
て
北
海
道
全
休
で
も
四
万
六
千
ト
ン
と

昭
和
四
十
五
年
以
降
最
も
高
い
値
を
示
し
ま
し
た
｡

こ
れ
ら
の
マ
ダ
ラ
が
ど
の
あ
た
り
で
多
く
漁
獲
さ
れ

た
の
か
を
見
る
た
め
に
釧
路
港
に
水
揚
さ
れ
た
マ
ダ

ラ
の
漁
業
種
別
水
揚
量
の
内
訳
を
調
べ
て
み
ま
す
と

近
年
最
も
水
揚
の
少
な
か

っ
た
昭
和
四
十
五
年
に
は

そ
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
北
洋
た
ら
は
え
な
わ
漁
船

三

一
パ
ー
セ
ン
ト
が
北
転
船
'
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
が

特
に
中
南
部
千
島
方
面
出
漁
の
沖
合
底
曳
網
漁
船
'

一
パ
ー
セ
ン
ト
が
釧
路
前
浜
出
漁
の
刺
網
や
は
え
な

わ
漁
船
か
ら
の
も
の
で
し
た
｡
そ
れ
に
対
し
て
昨
年

(昭
和
六
十
年
)
釧
路
港
に
水
揚
さ
れ
た

マ
ダ
ラ
は

二
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
北
洋
た
ら
は
え
な
わ
漁
船
'

一

七
パ
ー
セ
ン
ト
が
北
転
船
'
四
六
パ
ー
セ
ン
-
が
沖

合
底
曳
網
漁
船
'
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
前
浜
の
刺
網
や

は
え
な
わ
漁
船
か
ら
と
な

っ
て
い
ま
す
｡
昭
和
四
十

五
年
と
比
べ
る
と
北
洋
で
の
水
揚
が
減
り
'
か
わ

っ

て
沖
合
底
曳
網
漁
船
と
前
浜
出
漁
の
刺
網
や
は
え
な

わ
漁
船
に
よ
る
水
揚
が
増
加
し
て
い
ま
す
｡
そ
こ
で

現
在
道
東
海
域
で
最
も
多
く

マ
ダ
ラ
を
漁
獲
し
て
い

る
沖
合
底
曳
網
漁
船
の
う
ち
全
漁
獲
量
に
占
め
る
マ

ダ
ラ
の
比
率
が
高
い
か
け
ま
わ
し
漁
船
の
中
南
部
千

島
海
域
お
よ
び
道
東
海
域
に
お
け
る
漁
獲
動
向

(図

こ

を
調
べ
て
み
ま
す
と
'
両
海
域
と
も
漁
獲
努

力
量

(曳
網
回
数
)
は
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
｡
そ
れ
に
つ
れ
て
'
以
前

マ
ダ
ラ
の
中

心
漁
場
で
あ

っ
た
中
南
部
千
島
海
域
で
は
漁
獲
量
'

一
曳
網
当
た
り
の
漁
獲
量
(資
源
量
の
指
標
と
な
る
)

と
も
減
少
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
広
尾
か

ら
花
咲
沖
に
か
け
て
の
道
東
海
域
で
は
'
漁
獲
努
力

量
の
減
少
に
も
か
か
わ
ら
ず
昭
和
五
十
五
年
以
降
漁

獲
量
'

l
曳
網
当
た
り
漁
獲
量
と
も
に
増
加
し
続
け

て
い
ま
す
｡
そ
の
結
果
､
現
在
で
は
両
海
域
で
の
漁

獲
量
は
約
二
万
ト
ン
ず

つ
と
ほ
ぼ
肩
を
並
べ
た
形
に

な

っ
て
い
ま
す
｡
ま
た
昭
和
四
十
九
年
と
五
十
九
年

の
両
海
域
に
お
け
る
海
区
別

一
曳
網
当
た
り
の
漁
獲

量

(
図
二
)
を
比
較
し

て
み
て
も
'
道
東
海
域
に

轟

い
て
マ
ダ
ラ
が
多
-
な

っ
て
き
て
い
､る
こ
と
が
う

12



か
が
え
ま
す
｡

兆
し
そ
の
二

天
昭
丸
シ
シ
ャ
モ
誠
査
か
ら

昨
年
の
九
月
十
八
～
二
十

一
日
に
か
け
て
十
勝
海

域
シ
シ
ャ
モ
漁
期
前

調
査
の
た
め
水
試
用
船
天
昭
丸

に
よ
り
広
尾
沖
か
ら
大
津
沖
の
各
地
点
で
小
型
底
曳

網

(
か
け
ま
わ
し
漁
法
､
片
柚
網
長

1
〇

･
九

メ
ー
ト

ル
､
漁
捕
部
目
合
二

㌻
､､リ
メ
ー
ト
ル
)
に
よ
る
漁
獲

調
査
を
実
施
し
た
際
､
水
深
四
〇
か
ら
五

〇
メ
ー
ト
ル

を
中
心
に
大
量
の
マ
ダ
ラ
幼
魚
が
採
集
さ
れ
ま
し
た

血

の

×

･_
り一

nllH-

曳

網
回

数

(図
三
)
｡
そ
の
量
は
多
い
所

(歴
舟
川
沖
､
水
深
四

〇
メ
ー
ト
ル
)
で
は

1
網
に
二
五

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ

そ
八
千
尾
も
あ
り
'
そ
の
中
か
ら
シ
シ
ャ
モ
を
捜
し

出
す
の
に
苦
労
し
た
ほ
ど
で
す
｡
こ
の
調
査
は
近
年

ほ
と
ん
ど
毎
年
同
時
期
､
同
地
点
で
行
わ
れ
て
き
て

お
り
'

一
昨
年
あ
た
り
か
ら
マ
ダ
ラ
幼
魚
の
混
獲
(混

獲
と
は
言
え
な
い
く
ら
い
)
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

(図
四
)
｡
昨
年
は
全
調
査
地
点
の
平
均
で

一
曳
網
当

た
り

一
三

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
達
す
る
状
態
で
し
た
｡

ち
な
み
に

調
査
し
た
各
地
点
の
底
層
水
温
は
水
深
に

､iZ
由

曳

網

回

数

/,I:

＼./●
漁獲量

､._._二重軍当り
漁獲量

l一 (年)

漁獲量

道東海域

1I 77 7171 ll

中南部千島海域

/＼.
＼/∫ ＼._._-._.ノ

｢-一曳網
＼/●＼･＼ .～ ./･当旦聖

(×103トン)
(トン/1曳網)

一曳網当たりの漁獲量

漁

獲

量

(×1
㌔
トン)
(トン/1曳網)

1曳網当たりの漁獲量

漁

獲

量

図1
.
沖合底曳網(かけまわし)によるマダラ
の道東海域および中南部千島海域におけ
る漁獲量
､
曳網回教
､一
曳網当りの漁獲
量の経年変化

よって異なり'六〇メートル深では平均摂氏九度'五〇メートル深で70度'二〇メートル深で一三度と水深が浅くなるほど高くなっていましたが､この傾向は例年みられるもので'各水深帯ごとの底層水温の値も例年と大

差ないものでした｡

採集されたマグラは体長〓l-1三センチメートル前後のものが多く(図四)'これまでに得られているマダラの成長速度に照らし会わせると当歳魚であると推定され'主産卵期が一～二月とすると彼らは生後八～九ケ

月の幼魚だったと考えられます｡

以上のことから､この時期この海域には相当濃いマダラ幼魚の群があったと思われます｡

兆しその三北水研入江氏の報告から

北海道区水産研究所の入江隆彦氏が水産海洋研究会報第五十巻第言了に｢一九八五年五月'津軽海峡周辺におけるマダラ稚魚の出現について｣と題してホットな情報を提供されているのでその概要についても触れておきた

いと思います｡

その報告によりますと'昨年五月一三～二五日に津軽海峡をはさむ日本海から太平洋海域での大型稚魚網(口径二･五メートル'側長一〇メートル'最小目合二--メートル)とまき網(全長二七三メートル'網丈四四メートル'魚捕部目合七､､､リメートル)を用いた
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図2 沖合底曳網(かけまわし)による準区別1曳
網当たりの漁獲量

調
査
の
際
に
'

マ
ダ
ラ
の
稚
魚
が
数
尾
か
ら
数
百
尾

の
単
位
で
採
集
さ
れ
た
そ
う
で
す
｡
稚
魚
の
分
布
は

津
軽
海
峡
中
央
部
か
ら
海
峡
東
口
な
ら
び
に
三
陸
太

平
洋
岸

に
及
び

(
図
五
)
'
特
に
地
点
A
で
は
ま

き
網
に
よ
っ
て
体
長
二
～
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も

の
が

一
網
に
三
百
四
十

三尾
も
採
集
さ
れ
た
そ
う
で

す
｡
ま
た
同
時
期
に
函
館
港
の
岸
壁
で
も

一
般
の
釣

人
に
よ
り
チ
カ
に
混

っ
て
体
長
五
～
七
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
マ
ダ
ラ
稚
魚
が
多
数
釣
り

上
げ
ら
れ
た
そ
う

で
す

(
図
六

)
｡
い
ず
れ
も

一
昨
年

の
同
時
期
'

同
海
域
に
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
現
象
で
あ
り
､
こ
こ

数
年
来
'
北
海
道
の
日
本
海
海
域
お
よ
び
太
平
洋
海

域
で
の
マ
ダ
ラ
の
漁
獲
量
が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い

る
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
'
今
後
の
マ
ダ
ラ
資

源
の
動
向
に
興
味
が
持
た
れ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
｡

図3 天昭丸シシャモ調査時における混獲マダラの1曳網当たりの漁獲量の分布
(1985,9,18-24)
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2d

i
曳
網
当
た
り
の
漁
獲
量

伯Lu

図4 天昭丸シシャモ調査時における混獲マダラの
1曳綱当りの漁獲量の経年変化と体長組成

Z 4 6 8くrn

Zhlylen8th
(体長)

図6 マタラ稚魚漁獲物の体長組成

(入江 (1986)より加算 ･転載)

図5 マダラ稚魚の採集結果と表面

水温分布

丸印は2.5m稚魚網､三角印

はまき網の調査点を示す｡

(入江(1986)より転載)

お
わ
り
に

現
在
'
道
東
沿
岸
の
多
-
の
魚
種
で
資
源
量
が
減

少
し
て
い
ま
す
｡
し
か
し
'
海
洋
条
件
に
大
き
な
変

化
が
な
い
限
り
､
こ
の
道
東
の
海
で
養
え
る
生
物
の

量
は
は
ば

一
定
し
て
い
る
と
考
え
る
と
'
何
も
か
に

も
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
の
方
が
考

え
に
-
-
'
逆
に
増
え
て
-
る
魚
種
が
あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
｡

1
般
に
マ
ダ

ラ
は
ス
ケ
-
ウ
ダ
ラ
に
比
べ
t
よ
り
底
生
性
が
強
-

底
曳
綱
な
ど
の
高
能
率
漁
業
に
さ
ら
さ
れ
る
機
会
が

多
-
､
し
か
も
寿
命
が
長
-
長
期
に
わ
た
っ
て
漁
獲

の
対
象
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
漁
獲
の
影
響
を
受
け

易
い
魚
種
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
｡
こ
の
こ
と
を
逆
手

に
と
れ
ば
､
漁
獲
圧
力
を
管
理
し
て
行
け
ば

マ
グ
ラ

を
こ
れ
か
ら
増
え
て
行
く
魚
種
に
す
る
こ
と
も
可
能

な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

以
上
マ
グ
ラ
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
を
三
つ
の
兆
し
を
基
に
願
望
も
込
め
て
述
べ
て
き

ま
し
た
が
'
現
時
点
で
こ
れ
ら
の
現
象
が
生
じ
た
原

因
や
こ
れ
か
ら
の
動
向
に
つ
い
て
断
言
す
る
こ
と
は

難
し
-
､
も

っ
と
詳
し
い
調
査
を
行

っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
.
た
だ
､
昨
年
十

勝
沖
で
会

っ
た
彼
ら
の
仲
間
が
立
派
に
成
長
し
て
近

い
将
来
こ
の
道
東
の
海
を
潤
し
て
-
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま
せ
ん
｡

(
う
え
だ
よ
し
ゆ
き

漁
業
資
源
部
)



一
九
八
五
年
道
東
太
平
洋
海
域
に
出
現
し
た
珍
魚

吉

田

英

雄

上

田

吉

事

今

井

義

弘

鈴

内

孝

行

中

田

淳

鳥

沢

雅

佐

野

満

広

山

下

豊

7
九
八
五
年
の
道
東
太
平
洋
海
域
は
'
暖
海
性
の

魚
や
深
海
魚
が
例
年
に
な
-
多
-
出
現
し
ま
し
た
｡

そ
し
て
'
こ
れ
ら
を
記
録
し
て
お
-
こ
と
は
'
そ
の

年
の
海
況
を
知
る
上
で
'
そ
し
て
､
将
来
の
漁
海
況

を
予
測
す
る
上
で
'
ひ
と
つ
の
重
要
な
手
が
か
り
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
｡

そ
こ
で
'

一
九
八
五
年
に
釧
路
水
試
に
寄
せ
ら
れ

た
珍
魚
の
情
報
の
う
ち
'
直
接
魚
体
を
確
認
し
た
も

の
に
つ
い
て
'
写
真
お
よ
び
図
版
を
添
え
て
そ
の
特

徴
を
ど
紹
介
し
ま
す
｡

本
文
に
先
立
ち
､
標
本
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
関

係
各
位
に
対
し
厚
-
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

採
集
魚
類
の
特
徴

1
九
八
五
年
五
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

三
見
表

の
と
お
り
'
十
六
科
十
六
種
の
魚
が
採
集
さ
れ
ま
し

た
｡
こ
の
中
で
､
カ
ラ
ス
エ
イ
､

マ
ル
ソ
ウ
ダ
､戸
マ

ツ
ダ
イ
'
イ
シ
ガ
キ
フ
グ
に
つ
い
て
は
'
当
水
試
で

初
め
て
の
採
集
記
録
で
す
｡

一
九
八
五
年
の
八
～
九
月
の
道
東
沖
は
'
例
年
よ

り
黒
潮
系
暖
水
の
北

上
勢
力
が
強
か

っ
た
た
め
'
こ

れ
ら
喫
海
性
の
魚
が
多
数
採
集
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
｡
な
お
'
マ
ツ
ダ
イ
に
つ
い
て
は
'
九
月
十

二
日
付
の
北
海
道
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
､
道

東
沿
岸
の
定
置
に
も
入
網
し
た
こ
と
が
あ
り
'
刺
身

に
し
て
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
い
た
だ

き
ま
し
た
｡

※体長
1:標準体長
2:尾 叉 長
3:全 長

･トー- I--..～
一一一一一一一2-～

マ
ア
ナ
ゴ
と
ボ
ラ
は
､
十
二
月
に
厚
岸

～浜
中
沖

で
底
曳
網
に
よ
り
漁
獲
さ
れ
た
も
の
で
'

オホ
ー
ツ

ク
海
側
か
ら
ま
わ
っ
て
来
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡

ま
た
'
ソ
ト
オ
-
イ
ワ
シ
が
'
三
月
十
五
日
の
エ

-
モ
沖
の

1
尾
も
含
め
'

一
年
間
で
三
尾
も
ま
と
め

て
採
集
さ
れ
た
の
は
'
今
ま
で
に
な
い
こ
と
で
す
｡

そ
の
他
､
八
月
三
十

一
日
に
は
'
旧
釧
路
川
久
寿

里
橋
付
近
で
釣
り
を
し
て
い
た
方
が
'
小
型
の
ア
カ

ウ
-
ガ
メ
を
発
見
し
'
水
試
に
届
け
て
下
さ
い
ま
し

た
O
三
十

1
日
か
ら
九
月

1
日
に
か
け
て
台
風
が
接

近
し
て
お
り
'
旧
釧
路
川
は
漁
船
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
｡
こ
の
カ
メ
さ
ん
も
台
風
を
さ
け
て
迷
い
込
ん
だ

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡
こ
の
カ
メ
さ
ん
は
'
後
日
当

水
議
の
調
査
船
北
辰
丸
で
沖
に
放
さ
れ
ま
し
た
｡

今
後
と
も
'
魚
や
海
に
関
す
る
珍
し
い
も
の

･
珍

し
い
こ
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
'
お
手
数
で
も

当
水
議
ま
で
.'U
連
絡
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
｡

(よ
し
だ
ひ
で
お

･
な
か
た
じ
ゅ
ん

･

う
え
だ
よ
し
ゆ
き

･
と
り
さ
わ
ま
さ
る

･

い
ま
い
よ
し
ひ
ろ

･
さ
の
み
つ
ひ
ろ

･

す
ず
う
ち
た
か
ゆ
き

･
や
ま
し
た
ゆ
た
か

漁
業
資
源
部
)
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1. 7オサメ (新日本動物図鑑より)

吻は長くてとがる｡名前のように体の背部は

濃い青色または暗い青色で腹部は白いO昔か

らフカと呼ばれる狂暴なサメの仲間の一種で､

人間を襲うことがある｡熱帯および温帯水域

の外洋に広く分布する｡練製品の原料｡全長

7mに達するO

3.テングギンサメ(新日本動物図鑑より)

吻が著しく前方に突き出ており､テングの鼻

を連想させる｡尾びれは長く糸状にのびてい

る｡体は淡い赤茶色｡北海道釧路以南の太平

洋､東シナ海､ニュージーランド､ペルー､

の深海に分布する｡全長1.3mに達する｡

- 18 →

2.カラスエイ

体は上から強く押しつぶされたような扇平な

板状で､その後ろに細長い尾部が鞭状に延び

る｡背びれはなく尾部の背面には1本の鋭い

稀がある｡体色は背･腹両面とも暗色である｡

外洋性で全世界の温帯 ･熱帯海域に分布する｡

モヽ

Pr:i

4. シギウナギ科の一種 (新日本動物図鑑より)

体は著しく細長く､尾部は糸状に良くのびる｡

両顎も大いに長く､上顎は上方へ､下顎は下

方へそり返っていてかみ合わない｡シギ (局

類)の塀を連想する｡北太平洋､北大西洋､

インド洋の温暖部に分布し､深海性であるが､

まれに水面近くや沿岸で獲れることがある｡

全長1.5mに達する｡



5.マアナゴ

北海道では襟裳岬以西の太平洋岸で獲れ､ハ

モと呼ばれるが､本州のハモとは全く別種で

ある｡体側に2列の白色点が並んでいるよう

に見える｡内湾や沿岸の砂泥底にすみ､昼間

は砂中に潜っていて夜間活動する｡すし､天

ぷら､蒲焼にして食べると美味O全長90cmぐ

らいになる｡

7.クサビウロコエソ

体および各ひれは灰かっ色だが､生時には銀

色光沢が強い｡外洋深海の中層に棲み､夜間

浮上し表層近くにも現われる｡肉食性で小型

の魚類やオキアミ類を捕食する｡地中海を除

く全世界の海洋､水深20-2000mに分布する｡

体長45cmに達する｡
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6. ソトオリイワシ

体の背面は赤く､腹面は銀白色を呈する｡体

の腹面には5-6列に並ぶ大きな発光器があ
る｡日中は深海の中層に棲むが､夜間餌を求

めて浮上する｡日本近海では深海底曳網で混

獲されるが食品としての価値はない｡全長20

cmlくらいになるO

__.工 _-='11-- _ ー
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8. ミズウオ (新日本動物図鑑より)

体は細長く､背びれは著しく大きく帆状であ

る｡口は大きく､両顎に多数の鋭い犬歯があ

る｡体の背面は暗青色で腹面は白く金属光沢

がある｡肉は水分が多くて柔らかく食用とは

ならない｡太平洋､大西洋､地中海の1400m

以浅に分布する｡全長27〝に達する｡



9.ボラ

体は円筒形にやや近く､頑は縦扇する｡眼の

周囲には脂臆 (半透明の膜)が発達し､これ

により近縁のメナダと区別できる｡出世魚と

して知られ､大きさによりいろいろ呼名があ

る｡刺身､洗い､塩焼き､煮付けなどにする

ほか､熟卵から作るカラスミは古くから珍味

とされている｡北海道南部以南の熱帯 ･温帯

沿岸域に分布する｡全長80cmくらいになるO

ll.マツダイ

体色は茶かっ色O背びれと背びれの縁はまる

く､後方に倒すと尾びれが3つ分かれている

ように見える｡若魚は海の表層をただよいな

がら､枯れ葉に似せて害敵の目をくらませる｡

太平洋､インド洋､大西洋の温 ･熱帯海域に

分布する｡我国では東北以南に出現する｡全

長1mに達する｡

肇 ′享等 竜

10.プリモドキ (新日本動物図鑑より)

体形はプリに似ているが､体側に6本の構じ

まがあるのが特徴｡全世界の温帯 ･熱帯海域

に分布する｡水先案内魚として有名で､サメ

などの大型魚を先導するようにして泳ぐ｡食

用になり､体長50(かこ達する｡

12.ナガコバン

コバンザメはサメの仲間ではない｡頑の背面

にだ円形の吸盤があり､この形が小判に似て

いることと､サメに吸着していることが多い

ことからコバンザメと呼ばれる｡本個体もや

はりアオザメに吸着しているところを採集さ

れた｡太平洋とインド洋の温帯 ･熱帯海域に

分布する｡全長40(切に達する｡
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13.マルソウダ

サバに近縁なソウダガツオの頬である｡体は

回遊魚特有の紡錘形をなし､尾びれのっけ根

はしまって､隆起線がある｡全世界の温帯 ･

熱帯海域に分布する｡血合肉が多いので刺身

にはされない｡削節の代用品のダシとして利

用される｡全長35(邪に達する｡

15.イシガキフグ

体表面は強くて短い不動の棟で覆われる｡サ

ンゴ礁や岩礁域に生息しており､行動はきわ

めて緩慢である｡無毒で八丈島などでは食用

にしている｡本州中部以南の太平洋の温帯 ･

熱帯海域に分布する｡全長65(加こ達する｡

21-

14.クロメダイ (新日本動物図鑑より)

体は細長くやや側扇する｡全身に多数の粘液

孔があって手でつかむとぬるぬるする｡体は

柔らかい｡体色は全身茶かっ色｡外洋中層性

で北太平洋に広く分布する｡若魚はクラゲと

ともに漂う｡全身50cmほどになる｡

16.マンボウ (新日本動物図鑑より)

キナンボとも呼ばれる｡尾びれがなく､まる

で体の後ろ半分を切り取ったような頑と胴だ

けの魚のように見える｡海面上に背びれを出

してゆうゆうと泳ぐ｡動作は鈍く主としてク

ラゲを食べる｡外洋性で全世界の温帯水域に

広く分布する｡肉は白くて柔らかく食用とな

り､酢のものが美味O全長3m､体重3.5ト

ンに達する｡



春
採
湖
の
湖
底
地
形

は
る
と
hソ

釧
路
市
街
地
の
な
か
に
春
採
湖
と
呼
ば
れ
る
周
囲

五

･
1
伽
'
長
さ

7
･
七
伽
'
最
大
幅
三
〇
〇

m
'

面
積
が
約

〇
･
四
肘
の
小
さ
な
細
長
い
海

跡
湖
が
あ

る
｡
こ
の

湖
は
中

～
底
層
に
多
量
の
硫
化
水
素
を
溶

存

し
た
無
酸
素
層

を
形
成
し
て
い
る
特
異
な
湖
沼
と

し

て
'
陸
水
学
会
で
は
古
-
か
ら
知
ら
れ
て
き
た
｡

ま
た
天
然
記
念
物

｢
ヒ
ブ
ナ
｣
の
生
息
し
て
い
る
湖

水
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
｡

昭
和
六
〇
年
に
釧
路
市
が
春
採
湖
の
総
合
調
査
を

計
画
し
た

が
'
そ
の

一
環
と
し
て
水
深
調
査
の
依
頼

を
水
試
が
受
け
た
の
で
測
深
を
実
施
し
た
｡
そ
の
結

果
を
過
去
と
比
較
し
て
み
た
ら
興
味
あ
る
変
遷
が
認

め
ら
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
｡

今
回
の
調
査
は
昭
和
六
〇
年
六
月

1
九
日
に
音
響

測
深
機
を
用
い
て
湖
内
全

域
に
設
定
し
た
定
緑

(延

7
〇

･
七
二
払
)
に
つ
い
て
連
続
的
に
測
深
し
た
｡

ま

た
細
部
の
補
足
調
査
と
し
て
レ
ッ
ド
測
深
も
後
日

一
部
水
域
に
つ
い
て
行

っ
た
.
別
図
の
V
が
そ
の
調

査
結
果
か
ら
求
め
た
等
深
線
図
で
あ
る
｡

現
在
の
春
採
湖
の
最
大
水
深
域

(湖
心
)
は
博
物

館
の
南
西
地
点
で
五

･
八

m
'
平
均
水
深
は

1
･
七

桝
で
あ
る
｡
そ
の
な
か
で
博
物
館
下
か
ら
東
半
分
の

角

田

富

男

水
域
は
二

m
未
満
の
極
浅
い
水
域
と
な

っ
て
い
る
O

科
学
館
下
か
ら
チ
ャ
ラ
ン
ケ
チ
ャ
シ
跡
の
沖
に
か
け

て
は
最
大
水
深

1
･
九
五

m
の
浅
い
湖
盆
状
を
形
成

し
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
博
物
館
下
か
ら
西
半
分
の

水
域
は
深
-
三

m
以
深
域
が
過
半
で
あ
り
'
岸
深
で

湖
底
は
ほ
ぼ
平
担
な
地
形
と
な

っ
て
い
る
｡
.

当
湖
は
古
-
は
昭
和

1
三
年
に
測
深
し
て
い
る
が

以
後
四
六
年
ま
で
に
三
回
'
そ
し
て
今
回
と
計
五
回

の
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
な
る
.
同

1
湖
沼
に
つ

い
て
こ
の
よ
う
に
断
続
的
に
何
度
も
調
査
し
て
い
る

湖
沼
は
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
今
回
の
調
査
結

果
を
過
去
の
資
料
と
比
較
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
｡

図

の

1
-
Ⅳ
ま
で
を
み
る
と
昭
和

二
二
年
当
時
の

湖
心
は

科
学
館
下
の
岬
沖
に
あ
た
り
水
深
九

g
で
あ

っ
た
｡
二
八
年
調
査
時
に
は
湖
岸
の
地
形
は
埋
立
て

等
に
よ
っ
て
大
分
変
り
湖
水
面
積
も
小
さ
く
な
っ
て

い
た
が
､
湖
央
の
水
深
は
二
八
年
当
時
と
は
ぼ
同
様

で
六
～
七

m
以
深
の
深
い
水
域
が
チ
ャ
ラ
ン
ケ
チ
ャ

シ
跡

沖
か
ら
博
物
館
下
の
南
西
ま
で
細
長
-
帯
状
に

拡
が
っ
て
い
る
｡
そ
れ
が
三
七
年
に
な
る
と
湖
底
地

形
は
著
し
-
変
化
し
'
湖
心
域
は
博
物
館
の
南
西
に

移
り
水
深
も
六

二
ハ
桝
と
な

っ
て
最
大
水
深
と
し
て

は
二

m
以
上
も
浅
-
な
っ
た
.
特
に
博
物
館
下
か
ら

東
半
分
の
水
域
は
極
め
て
浅
-
な
り
'
地
点
に
よ
っ

て
は
五

m
か
ら
七

m
も
埋

っ
た
.
二
八
年
ま
で
帯
状

に
つ
な
が
っ
て
い
た
深
い
水
域
は
科
学
館
下
で
二
分

さ
れ
'
東
部
に
最
深
二

･
九

m
の
湖
盆
が
形
成
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
｡
こ
の
原
因
に
つ
い
て
は
種
々
考

え
ら
れ
る
が
､
当
時
は
炭
鉱
の
洗
山灰
廃
水
が
東
部
奥

か
ら
流
入
し
て
お
り
'
そ
の
廃
水
の
沈
澱
物
に
よ
る

埋
積
の
影
響
が
最
も
大
き
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

み
ら
れ
る
｡

昭
和
四
六
年
で
は
三
七
年
当
時
と
比
較
し
て
基
本

的
な
差
異
は
小
さ
-
'
湖
心
域
が
〇

･
五

m
浅
-
吃

っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
｡
た
だ
し

博
物
館
下
で
は
二

竺
別
後
浅
-
な

っ
て
お
り
'
こ
れ
は
そ
の
東
側
か
ら

埋
ま

っ
て
き
た
影
響
が
こ
の
付
近
ま
で
及
ん
で
き
た

も
の
と
考
え
る
｡
今
回
の
調
査
で
は
湖
心

(
や
や
東

に
移
動
し
て
い
る
が
)
で
〇

･
四

m
浅
-
な
っ
た
｡

ま
た
東
部
の
湖
盆
で
は

1

mも
浅
く
な
っ
て
お
り
､

東
端
の
湾
入
域
で
は
〇

･
五

m
以
残
が
拡
が
り
〇

･

三

望
別
後
の
水
域
も

多
い
｡

も
と
も
と
湖
沼
は
地
震
や
噴
火
等
に
よ
る
地
殻
変

動
が
な
け
れ
ば
'
長
年
月
の
間
に
は
流
入
河
川
か
ら

の
沈
澱
物
等
に
よ
り
埋
積
さ
れ
て
徐
々
に
浅
く
な
り

末
期
に
は
湿
原
さ
ら
に
陸
地
化
し
て
し
ま
う
も
の
で

あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
こ
の
春
採
湖
の
如
-
極
短
期

間
に
こ
の
よ
う
な
変
化
を
示
し
た
湖
沼
も
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
｡
前
述
の
と
お
り
昭
和
三
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〇
年
代
に
は
洗
炭
廃
水
の
〝

沈
澱
池
〟

の
役
割
を
担

っ
た
時
期
が
あ
り
､
そ
れ
に
よ
る
埋
積

が
大
き
か
っ

た
の
は
当
然
な
結
果
と
推
察
さ
れ
る
が
､
洗
炭
廃
水

の
流
入
の
無
-
な
っ
た
四
〇
年
代
以
降
も
徐
々
に
で

は
あ
る
が
浅
-
な
る
傾
向

が
進
行
し
て
い
る
｡
こ
れ

は
春
採
湖
の
周
鼎
の
丘
陵
が
す
べ
て
宅
地
化
さ
れ
'

懸
海
物
を
多
量
に
含
ん
だ
都
市
排
水
の
流
入
が
増
大

し
て
き
た
こ
と
等
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
も

の
と
考
え
る
｡
下
水
等
の
流
入
に
伴

っ
て
湖
水
が
富

栄
養
化
さ
れ
､
夏
季
に
お
け
る
水
草
の
多
大
な
繁
茂

も
近
年
問
題
と
な
っ
て
き
た
が
'
そ
の
水
草
の
枯
死

に
よ
る
堆
積
も
少
な
か
ら
ず
の
も
の
が
あ
ろ
う
｡

現
在
釧
路
市
で
は
下
水
道
の
整
備
事
業
を
推
進
し

て
お
り
'
数
年
後
に
は
春
採
湖
に
流
入
す
る
都
市
下

水
は
な
-
な

っ
て
湧
水
等
自
然
水
の
流
入
の
み
と
な

る

(た
だ
し
大
潮
期
の
満
潮
時
等
に
湖
尻
か
ら

1
部

海
水
の
逆
流
が
あ
る
)
｡
今
後
は
こ
れ
迄
の
よ
う
な

大
き
な
湖
底
地
形
の
変
化
は
み
ら
れ
な
-
な
る
も
の

と
推
定
さ
れ
る
が
､
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
た

ど
る
も
の
か
興
味
は
つ
き
ず
､
断
続
的
な
調
査
を
と

お
し
て
見
守

っ
て
い
き
た
い
｡

(か
-
だ
と
み
お

増
殖
部
)
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昭
和
六
十
年
度

水

産

関

係

試
験
調
査

事
業
協
議
会
の
開
催

恒
例
の
本
協
議
会
は
､
昭
和
六
十
年
十

l
月
二
十

七
日
'
釧
路
市
商
工
会
館
に
お
い
て
､
十
勝
'
釧
路
､

根
室
三
支
庁
管
内
の
市
町
､
漁
協
組
'
支
庁
'
普
及

指
導
所
､
北
水
研
と
当
水
試
の
担
当
者
有
名
が
参
集

し
､
次
の
識
血
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
｡

な
お
､
例
年
出
席
さ
れ
て
い
た
日
栽
脇
厚
岸
節
米

場
の
担
当
者
は
'
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ
ま
し
た
｡

1
､
釧
路
水
試
試
験
調
査
事
業
の
経
過
と
計
画
の
説

明

(漁
業
史
源
部
､
増
殖
部
'
加
工
部
)

二
'

一
に
対
す
る
質
疑

三
'
北
水
研
研
究
課
題
の
紹
介

四
'
各
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
の
事
業
の
概
要

と
計
画
の
説
明

(十
勝
'
釧
路
西
部
'
釧
路
東
部
'
根
室
'

根
室
北
部
)

五
'
釧
路
水
託
へ
の
輩
望
お
よ
び
依
頼
事
項
の
説
明

六
､
各
部
非
に
つ
い
て
の
協
講
､
そ
の
他

十
時
か
ら
十
七
時
ま
で
熱
心
に
協
議
さ
れ
'
有
意

義
な

7
日
で
し
た
.
六
十
年
度
の
試
挨
調
査
に
対
し

格
別
な
る
と
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
こ
～
に
厚

-
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
､
新
年

度
の
試
験
研

究
に
対
し
ま
し
て
も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
指
導
､
ど
稚

拙
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

ヽ
亨
艮

&

't

◇

三
月
中
旬
に
は
'
十
二
年
振
り
と
い
う
流
氷
が
'

釧
路
港
内
に
入

っ
た
た
め
､
船
舶
の
出
入
り
に
一

時
支
障
が
あ
り
ま
し
た
｡
こ
の
珍
客
も
三
㌧
E
IB

で
沖
へ
出
て
い
き
ま
し
た
が

'
季
節
は
確
実
に
巡

り
'
道
東
に
も
春
が
や
っ
て
釆
ま
し
た
｡

◇

前
号
で
ど
紹
介
し
ま
し
た
'
新
設
中
の
当
水
試

分
庁
舎
は
､
三
月
十
九
日
に
工
事
完
成
検
査
を
無

事
終
了
し
'
引
渡
し
を
受
け
ま
し
た
｡
加
工
部
は

分
庁
舎
へ
移
転
し
､
新
た
に
利
用
部
も
配
置
さ
れ

増
員
さ
れ
ま
す
｡
水
産
加
工
関
係
皆
様
の
ど
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

◇

道
南
地
方
で
は
'
マ

コ
ン
ブ
の
養
殖
が
盛
ん
で

す
が
'
道
東
で
は
マ
コ
ン
ブ
に
勝
る
と
も
劣
ら
な

い
風
味
を
誇
る
オ
二
コ
ン
プ
の
養
殖
が
'
羅
臼
町

で
盛
ん
で
す
｡
羅
臼
昆
布
が
､
ど
の
よ
う
に
し
て

養
殖
さ
れ
て
い
る
か
を
解
説
し
ま
し
た
｡

自
然
食
品
と
し
て
'
ま
た
海
の
野
菜
と
し
て
重

要
な
昆
布
を
､
も
っ
と
食
卓
に
載
せ
た
い
も
の
で

す
｡

●l ◇｢時
の
話
題
を
読
み
や
す
く
｣
を
モ
7
-
-
に
､

スケト
ウ
ダ
ラ
と
マ
ダ
ラ
の
タ
ラ
科
二
種

を
と
り

あ
げ
ま
し
た
が
'
堅

さ
の
残
っ
た
文
章
だ
っ
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
｡
ど
批
判
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
O
調
査
や
会
議
の
合
間
を
み
て
の
執
筆
作
業
の

た
め
､
文
章
の
稚
拙
な
点
は
ど
容
赦
下
さ
い
｡
次

の
機
会
に
は
'
更
に
ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
を
と
心
掛

け
て
お
り
ま
す
の
で
ど
期
待
下
さ
い
｡

◇

第
55
号
を
お
届
け
し
ま
し
た
が
'
早
い
も
の
で

逐
次
刊
行
物
と
し
て
の

〝
釧
路
水
試
だ
よ
り
〃
も

満
21
歳
を
迎
え
ま
し
た
.
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の

ど
支
援
､
ど
協
力
を
賜
わ
り
'
浜
と
直
結
し
た
ク
水

試
た
よ
り
〃
と
し
て
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
､

一

ど
意
見
や
ど

希
望
･
ま
た
と
感
想
な
ど
を
お
寄
せ

2

い
た
だ
き
た
い
と
編
集
子

l
同
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
｡

(S

･
H
)

釧
路
水

託
だ

よ
り

第

55
号

発
行
年
月
日

昭
和

六
十
一
年
三
月

二
十
五
日

拐

取

萎
且

廿仙

杉

新

弥

発

行

人

田

滞

伸

也

発

行

所

釧
描
市
沢
町
二
の
六

北

海
道
立
釧

路

水
産

拭
境

域

電
話

〇一志
-
三
]
T三
三

印

刷

所

釧
路

綜

全印
刷

株

式

会

社
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